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 ５月７日、ベルトールド社製LB２０４５ガンマ線スペクトロ
メーターを設置 

 以後１００サンプルを超える試験測定で経験蓄積中 

 ７月から市民の依頼による食品測定サービスを予定 

 これまでのところ、茶葉を除き、石垣市内で売られてい
る食品からは放射性セシウムは不検出 

 「I131」や「Cs137のみ」の検出など奇妙な結果に出会う 

 

石垣市民ラボにおける放射能測定 



「奇妙なピーク」の例１ 



「奇妙なピーク」の例２ 



「奇妙なピーク」の例３ 



セシウム１３７のピークではない 
上：「奇妙なピーク」、下：「静岡産緑茶」 



積分時間が長いと消える 
さば水煮 上：１時間、下：１２時間 



 Web上では、ヨウ素とセシウムの放射能測定を邪魔す
るものとして鉛214、ビスマス214について多くの報告が

ある。エネルギースペクトル上でのピーク位置からする
と、これらである可能性が強い。 

 ウラン崩壊系列で、気体のラドン222を親核種とする半
減期数十分の固体核種。ガンマ線を出す。 

 降雨との相関が強い（例えば日本分析センターの 資料
www.jcac.or.jp/lib/senryo_lib/nodo.pdf）。 

 

鉛とビスマスの放射性同位体 

http://www.jcac.or.jp/lib/senryo_lib/nodo.pdf


              半減期 

Pb214 295keV  19%  26.8分 
Pb214  352keV  36% 26.8分 
 
I131     364keV  82%  8.05日 
 
Bi214   609keV  47%  19.7分 
 
Cs134  605keV  98%  2.06年 
Cs137  662keV  85%  30年   
 



鉛容器に入れたまま連続測定 「奇妙なピーク」が消えていく。 

１回目 ４０分間 
“I131”      18 Bq/kg 
“Cs137”  30 Bq/kg 
 
 
２回目 ３０分間 
“I131”      N.D. 
“Cs137”  26 Bq/kg 
 
 
３回目 ４０分間 
“I131”      N.D. 
“Cs137”  13 Bq/kg 
 
 
４回目 ４０分間 
“I131”     N.D. 
“Cs137”  N.D. 



 Bi214はPb214の崩壊のみで生じる、初期の存在量比は「永年平衡」で決まって

いる、容器内には親核種はいない、と仮定すれば、下の図のようになるはず。鉛
は40分で消え、ビスマスは１時間後も残った測定結果は、このモデルと整合的。 

密閉容器の中でのPb214、Bi214の放射性崩壊 



 鉛容器に入れたまま１～２時間放置した後に、測定を開
始すれば、Pb２１４、Bi２１４の影響は取れそう。 

 しかし、それでは、測定器時間がもったいない（１時間
計測に２～３時間かかる）。 

 ビーカーに試料をつめてラップと輪ゴムでふたをして２
時間程度放置した後に、鉛容器に入れて測定するとど
うなるか？ 

 

もっと良い方法はないか？ 



「ラップでふた」実験１ 
ふたをしない状態で１時間測定 

 

「奇妙なピーク」が見えている。 



「ラップでふた」実験２ 
ふたをして２時間放置後に１時間測定 

 

「奇妙なピーク」が消えた！（縦軸のスケールに注意）。 



「ラップでふた」実験３ 
ふたを外して１０分後から１時間測定 

 

また現れた！ 



 スペクトル分解能が低いNaIガンマ線スペクトロメーターでも、試料
を鉛容器に入れたまま、あるいは試料のビーカーにラップと輪ゴム
でふたをしたまま、１～２時間放置してから測定すれば、Pb２１４とBi
２１４の影響を有意に減らすことができる。この半月間は、原則「ラッ
プでふた」方式で計測しているが、「奇妙なピーク」は全く検出され
ていない。 

 これは、半減期の短いPb２１４とBi２１４が密閉した容器中で短時間
に崩壊消滅するためと解釈するのが自然。 

 しかし親核種のRn２２２が容器中にあれば娘核種のPb２１４、Bi２１４
は供給され続けるはずだが、何故親と娘が分離されている（ように
見える）かは興味深い問題。 

 我々が「奇妙なピーク」を検出した日時は、文部科学省の測定で
石垣市内に高い空間線量率が記録された日時（概ね降雨時）とは、
必ずしも良い対応を示していないように見える。これは今後検討す
べき課題。 

 

まとめと考察 


